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1 はじめに 

対話型の音声操作に基づく VUI(音声ユーザインタフェース; Voice User Interface)が普及しつつある[19]．

音声によって指示し，その結果を音声で得ることができるので，視覚障害者にとっては使いやすいインタフ

ェースである．VUI に対応した専用のデバイスであるスマートスピーカーも普及しつつある．画面付きでな

いスマートスピーカーも画面付きのスマートスピーカーもあるもあるが，いずれのデバイスも Voice First

であり，視覚障害者には使いやすい．また，スマートスピーカーは「スキル」と呼ばれるスマートスピーカ

ー専用のアプリを開発することで，機能を充実させることができる．アプリの開発には，どのような機能が

必要かというアイディアがまず非常に重要である．さらに，スマートスピーカーはユーザーとの対話による

やりとりから実行すべき処理の情報を得るため，対話モデルをうまく設計することが重要である．視覚障害

者は視覚情報の不足を音声によって補っていることから，どんな機能が必要かというアイディアの創出にお

いても，対話モデルの設計の点でも，活躍できる可能性があると考えられる．また，多くの場合はプログラ

ミングによってアプリを開発するが，視覚障害の程度が重度でであっても音声によってプログラミングする

ことができる．これらの点から，日常的に音声を活用する視覚障害者が，スマートスピーカーのアプリ開発

において，晴眼者より有利に活躍できる可能性が期待される．

視覚障害者にとってのスマートスピーカーおよび関連デバイスに関する教育・研究については，研究代表

者らは，2017 年度末から取り組んでいる．2018 年度より予備調査を行い，教育基盤の構築を試みている

[1,3,9,22,23]．本予備調査の中で，重度視覚障害のある学生がアプリ開発を単独で行い，Alexa スキルアワ

ード 2018 のファイナリスト賞を受賞した[2,11]．この取り組みは，Amazon のサイトでも取り上げられた

[4,12]．視覚障害者がこの分野で活躍できることの証左である． 

また，研究代表者らは，2018 年 11 月 1 日～3日に開催された，視覚障害者に特化したイベントであるサイ

トワールドにおいて，スマートスピーカーおよび関連するスマートホームデバイスのデモと開発環境に関す

る展示を行った．視覚障害者が多数訪れ，スマートスピーカーおよび関連技術に大きな関心があることを確

認している[10]．さらに，2018 年末から 2019 年の初めにかけて，視覚障害のある学生がチームでスマート

スピーカーのスキルを開発し[5]，その成果を講演している[7,8,13,16]．さらに，Alexa スキルアワード 2019

ハッカソン東京 vol.2 に視覚障害のある学生チーム 2 組で参加し，4 位と 6 位を得るなど，大きな活躍をし

ている[14,15,17,18,20]．さらに，視覚障害者の特性を活かした音声アシスタントの機能強化と活用として，

茨城テックプラングランプリで最優秀賞および常陽銀行賞を獲得し[21]，さらに視覚障害者による音声イン

タフェース分野での活躍を期待できる環境を獲得しつつある．

本調査研究は，視覚障害者が音声インタフェース分野で活躍するための基礎調査として，視覚障害者によ

るスマートスピーカーとそれに関連するスマートホームデバイスの活用の調査研究が必要不可欠であると考

えて実施するものである．この研究調査では，視覚障害者にとってのスマートスピーカーおよび関連するス

マートホームデバイスの利用状況・有用性・課題を正確に把握し，その情報を明らかにすることを目的とす

る．この情報を活用することで，視覚障害者自身がスマートスピーカーを活用し，生活に取り入れることで，

障害をテクノロジーで補うことができる ．また得られた情報から，視覚障害者に便利な新しい機能の開発も

可能となるため，その社会的な意義は大きいと考えられる．視覚障害者を対象として，メールやウェブフォ

ームによるアンケート調査を行い，さらに，視覚障害者のためのイベントであるサイトワールド 2019 におい

て，視覚障害者に対してスマートスピーカーとスマートホームデバイスを利用したデモンストレーションを

行った上で，アンケート調査を行った．結果として，113 名分のアンケート調査結果が得られたので，これ

を報告する．
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2 スマートスピーカーとスマートホームデバイスに関するアンケート調査 

2-1 アンケートの概要と回答者

（１） アンケートの概要

満 20 歳以上の視覚障害者を対象に，3 つの方法でアンケート調査を行った．1 つ目の方法は，視覚障害者

が登録している複数のメーリングリストを通した調査である．実施期間は，2019 年 8 月 18 日～同年 8 月 24

日の 1 週間とした．2 つ目の方法は，オンラインアンケートツールの一つである SurveyMonkey を用いた調査

である．SurveyMonkey でのアンケート実施期間は，2019 年 8 月 19 日～同年 9 月 10 日の約 3 週間とした．3

つ目の方法は，対面式インタビューで，実施日は 2019 年 11 月 3 日である．これらの複数の方法を通して，

いろいろな状況の広い年代層に調査することとした． 

なお，アンケート調査の内容は，いずれの方法においても同じ質問文とし，質問数の合計は 23 問である． 

(２) アンケート回答者の属性

有効回答者数は 113 名だった．内訳は，メールでの回答は 27 件，インターネット経由のアンケートシステ

ムである SurveyMonkey からの回答は 67 件，対面式アンケートでの回答は 19 件であった．視覚障害者に対す

る調査の場合は回答数が集まりにくい場合があるが，このことを考えると，非常に多くの回答が得られたと

考えられる．

回答者は，男性が 75 人，女性が 38 名で，男性の方が若干多かった．年代別では，20 代が 15 名，30 代が

19 名，40 代が 24 名，50 代が 31 名，60 代以上が 24 名だった．成人のすべての年代から結果を得ることがで

きた． 

視覚障害の状況については，「視覚障害はあるが，電子機器（パソコンやスマートフォンなど）を使う際に

音声読み上げの機能を使わなくても文字（墨字）が判別できる」か「電子機器で文字（墨字）の判別が難し

い．」かのいずれかで回答を得た．23 名が前者を選択し，残りの 90 名が後者を選んだ．本報告では，前者を

「スクリーンリーダーを使っていない人」とし，後者を「スクリーンリーダーを使っている人」と呼ぶ．男

女別に，回答者を年代ごとにスクリーンリーダーの使用の有無を示したものが表 1 と表 2 である．回答者数

から考えると，比較的まんべんなくデータが得られたと考えられる． 

表 1：男性の回答者（75 名）の年代と障害の状況 

年齢 スクリーンリーダーを使っていない スクリーンリーダーを使っていない

20 代 (11 名) 4% (3 名) 11% (8 名) 

30 代 (10 名) 4% (3 名) 9% (7 名) 

40 代 (15 名) 4% (3 名) 16% (12 名) 

50 代 (19 名) 5% (4 名) 20% (15 名) 

60 代とそれ以上

(24 名) 
4% (3 名) 23% (17 名) 

全年代 21% (16 名) 79% (59 名) 

なお，表中の割合は，男性全体から見たときの割合を示す． 

表 2：女性の回答者（38 名）の年代と障害の状況 

年齢 スクリーンリーダーを使っていない スクリーンリーダーを使っていない

20 代 (4 名) 3% (1 名)  8% (3 名) 

30 代 (9 名) 0% (0 名) 24% (9 名) 

40 代 (9 名) 0% (0 名) 24% (9 名) 

50 代 (12 名) 16% (6 名) 16% (6 名) 

60 代とそれ以上

(4 名) 
0% (0 名) 11% (4 名) 

全年代 18% (7 名) 82% (31 名) 

なお，表中の割合は，女性全体から見たときの割合を示す． 
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2-2 スマートスピーカーやスマートホームデバイスへの興味 
 （１）視覚障害者のスマートスピーカーへの興味 

スマートスピーカーへの興味の有無については，興味はない」人が 7 名(6%)であるのに対して，「興味はあ

るが使ったことがない」人が 51 名（45%)，「興味があって，使っている」人が 55 名(49%)で，興味のある人

が多数であった． 

視覚障害者の各年代のスマートスピーカーへの興味については，表 3 に示すとおりである． 

 

表 3：年齢とスマートスピーカーへの興味の関係 

年齢 興味があって使っている 興味はあるが使っていない 興味がない 

20 代 (15 名) 20% (3 名) 73% (11 名) 7% (1 名) 

30 代 (19 名) 47% (9 名) 42% (8 名) 11% (2 名) 

40 代 (24 名) 67% (16 名) 21% (5 名) 13% (3 名) 

50 代 (31 名) 58% (18 名) 42% (13 名) 0% (0 名) 

60 代とそれ以上

(24 名) 
38% (9 名) 58% (14 名) 4% (1 名) 

全年代 48% (55 名) 45% (51 名) 6% (7 名) 

 

表 3 からもわかるように，20 代は，他の年代と比べて，「興味があって，使っている」人が 20%と少なく，

「興味はあるが，使っていない」人が 73%と多かった．「興味があって，使っている」人の比率が一番多かっ

たのは 40 代で，67%であった．全体としても，興味があっても実際に使ったことがない人が非常に多かった． 

スクリーンリーダーの利用の有無とスマートスピーカーへの興味の有無についてまとめたものが表 4 であ

る． 

 

表 4：スクリーンリーダーの利用の有無とスマートスピーカーへの興味の有無 

スクリーンリーダーユー

ザーかどうか 
興味があって使っている 

興味はあるが 

使っていない 
興味がない 

スクリーンリーダーを使

っていない人 (23 名) 
30% (7 名) 65% (15 名) 4% (1 名) 

スクリーンリーダーを使

っている人 (90 名) 
53% (48 名) 40% (36 名) 7% (6 名) 

 

表 4 からわかるように，スクリーンリーダーを使っていない人については，スクリーンリーダーを使って

いる人よりも「興味があって，使っている」人の比率が少なく，その分「興味はあるが，使っていない人の

比率が多かった．墨字が判別できる人の方が興味はあるものの，実際に使うまでには至っていないようであ

る．これは，スマートスピーカーの必要性と関連している可能性があると推測できる． 

 

（２） 視覚障害者のスマートホームデバイスへの興味 

年齢とスマートホームデバイスへの興味の関係を表 5 に示す． 

 

表 5：年齢とスマートホームデバイスへの興味の関係 

年齢 興味があって使っている 興味はあるが使っていない 興味がない 

20 代 (15 名) 7% (1 名) 80% (12 名) 13% (2 名) 

30 代 (19 名) 26% (5 名) 68% (13 名) 5% (1 名) 

40 代 (24 名) 33% (8 名) 63% (15 名) 4% (1 名) 

50 代 (31 名) 16% (5 名) 80% (25 名) 3% (1 名) 

60 代とそれ以上

(24 名) 
17% (4 名) 79% (19 名) 4% (1 名) 

全年代 20% (23 名) 74% (84 名) 5% (6 名) 
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表 5 に示すとおり，スマートホームデバイスについては，興味のある人が多数であった．興味を持ってい

る人（興味があって使っている人と興味はあるが使っていない人の合計）の割合は，スマートスピーカーと

同程度である．スマートスピーカーと比較して，「興味があって使っている人」より「興味はあるが使ってな

い人」が多かった．スマートホームデバイスは興味があっても使えないことがスマートスピーカーよりも多

いようである． 

表 5 のとおり，スマートホームデバイスについては，年代による違いは少なく，「興味はあるが使っていな

い」人が非常に多いという傾向があった．「スマートホームデバイスに興味があって，使っている」人の比率

は 20 代が一番低かった(1 名で 7%)． 

スクリーンリーダーの利用の有無とスマートスピーカーへの興味の有無は，表 6のとおりである． 

 

表 6：スクリーンリーダーの利用状況とスマートホームデバイスへの興味の有無 

スクリーンリーダーユー

ザーかどうか 
興味があって使っている 

興味はあるが 

使っていない 
興味がない 

スクリーンリーダーを使

っていない人 (23 名) 
4% (1 名) 87% (20 名) 9% (2 名) 

スクリーンリーダーを使

っている人 (90 名) 
24% (22 名) 71% (64 名) 4% (4 名) 

 

表 6 のとおり，スクリーンリーダーの利用の有無に限らず，興味はあるが使っていない人が多かった．ス

マートホームデバイスについても，スマートスピーカーと同様に，スクリーンリーダーを使っている人の方

がスクリーンリーダーを使っていない人よりも「興味があって，使っている」人の割合は多いという傾向が

あった．  

スマートスピーカーおよびスマートホームデバイスへの興味については，男女の差がほとんどなかった． 

スマートスピーカーに「興味がない」（7 名）と答えた人の中では，スマートホームデバイスには「興味が

あって，使っている」人が 2 名，「興味があるが，使ったことがない」人が 2 名で，「興味がない」人が 3 名

とばらついていた． 

スマートスピーカーに「興味はあるが，使ったことがない」人（51 名）の中では，ほとんど（48 名）がス

マートホームデバイスにも「興味があるが，使ったことがない」と答え，それ以外の 3 名は「興味はない」

と答えていた． 

スマートスピーカーに「興味があって，使っている」人（55 名）の中では，スマートホームデバイスには

「興味があって，使っている」人が 21 名，「興味はあるが，使ったことがない」人が 34 名であり，スマート

スピーカーは使っているもののスマートホームデバイスは使ったことがない人が両方とも使っている人より

も若干多かった． 

 

2-3 スマートスピーカーやスマートホームデバイスの利用状況 
（１） スマートスピーカーの利用状況 
スマートスピーカーの利用については，まとめたものが表 7 である． 

 

表 7：年代別のスマートスピーカー利用状況 

年齢 ほぼ毎日 週に 2～3 回 週に 1 回 月に一度 

ほとんど 

利用してい

ない 

全く利用し

ていない 

20代 (15 名) 20% (3 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 80% (12 名) 

30代 (19 名) 32% (6 名) 11% (2 名) 5% (1 名) 0% (0 名) 5% (1 名) 47% (9 名) 

40代 (24 名) 54% (13 名) 8% (2 名) 4% (1 名) 4% (1 名) 0% (0 名) 29% (7 名) 

50代 (31 名) 58% (18 名) 3% (1 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 39% (12 名) 

60 代とそれ

以上(24 名) 
33% (8 名) 4% (1 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 63% (15 名) 

全年代 42% (48 名) 5% (6 名) 2% (2 名) 1% (1 名) 1% (1 名) 49% (55 名) 
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表 7 より，「ほぼ毎日利用している」人が 48 名(42%)である一方，「まったく利用していない」人が 55 名(49%)

であり，スマートスピーカーの利用については二極化していることがわかった．これは，使い始めることに

バリアがあるものの，実際に使い始めたら，便利であるために利用頻度が増えるということかもしれない． 

年代別では，20 代が「まったく利用していない」人が 80%であり，最も利用率が低かった．「ほぼ毎日利用

している」人が多かったのは，40 代と 50 代で，「ほぼ毎日利用している」人が最も多かったのは，50 代で

58%であった． 

スクリーンリーダーの利用状況とスマートスピーカーの利用状況の関係を次の表 8 に示す． 

 

表 8: スクリーンリーダーの利用状況とスマートスピーカーの利用状況 

スクリーン

リーダーユ

ーザーかど

うか 

ほぼ毎日 週に 2～3 回 週に 1 回 月に一度 

ほとんど 

利用してい

ない 

全く利用し

ていない 

スクリーン

リーダーを

使っていな

い人 (23 名) 

17% (4 名) 9% (2 名) 0% (0 名) 4% (1 名) 0% (0 名) 70% (16 名) 

スクリーン

リーダーを

使っている

人 (90 名) 

49% (44 名) 4% (4 名) 2% (2 名) 0% (0 名) 1% (1 名) 43% (39 名) 

 

表 8 より，スクリーンリーダーを使っていない人のほとんど(70%, 16 名)は全く利用していなかったが，

これに対してスクリーンリーダーを使っている人はほぼ毎日使っている人(49%, 44 名)と全く利用していな

い人(43%, 39 名)に二極化していた．全体として，スクリーンリーダーを使っていない人よりもスクリーン

リーダーを使っている人の方が使用率が高い傾向がある． 

スマートホームデバイスについて「興味があって使っている」人の 91%がスマートスピーカーを「ほぼ毎

日利用している」． 

スマートフォンを「まったく利用していない」人（11 名）のうち，91%が（10 名）スマートスピーカーを

まったく利用していなかった．これはスマートスピーカーの設定に多くの場合スマートフォンを用いること

と関係しているかもしれない．その一方，タブレット PC の利用頻度とスマートスピーカーの利用頻度はあま

り関係していないように思われた． 

使用しているスマートスピーカーの種類では，Amazon Echo が 36 名，Google Home が 32 名， Apple Home Pod

が 6 名，LINE Clova が 4 名，種類不明が 2名であった． 

「スマートスピーカーの機能（アプリ，スキル，アクション）の利用法を教えてください」という質問に

対しての回答（回答者数：58）は，「新しい機能を積極的に利用している」人が 17%(10 名），「特定の機能を

利用している」人が 45%(26 名)で，ある程度利用できているようにも思えるが，その一方で，「まだ使い方が

定まっていない」人が 24%（26 名），「使い方がよくわからない」人が 12%（14 名）と，利用しはじめてはい

るものの，まだ機能を十分に生かし切れていないとも受け取れた．視覚障害者にとって便利な使い方を知る

ことができれば，もっと活用できる可能性があるようにも感じられた． 

スマートスピーカーで便利だと思った機能については，「時計・タイマー・アラーム機能」（54 名），「天気

予報」（52 名），「音楽をかける」（44 名）という回答が多かった．一般のユーザーでは「音楽を聴く」という

用途が多かった(75%の人が音楽を聴く機能を使っていた)[6]が，視覚障害者は「音楽を聴くスピーカー」と

してよりも「声で操作できるデバイス」として重視している可能性がある． 

スマートスピーカーにおける困難に関する質問への回答に関しては下記のとおりであった．「（視覚障害が

なくても）設定方法自体が難しい」と答えた人が 28 名だった．「視覚障害のために設定することが難しい」

と答えた人が 47 名だった．「使い方がわからなくて難しい」と答えた人が 21 名，「トラブルが生じたときに

対応することが難しい」と答えた人が 47 名だった．「困難は特に感じない」と答えた人は 25 名であった．視
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覚障害があるからこその困難と，トラブル対応の難しさが大きいようである．まだ自由記述で「スマートス

ピーカー単体の利用は大丈夫だが家電への設定などが難しい」という意見もあった． 

スマートスピーカーをまったく利用していないと回答した 55 名のうち，「興味はあるが使っていない」と

答えたのは 48 名（87%）であった．また、これらの 48 人がスマートスピーカーを導入するときに不安を感じ

る理由は、「トラブルが発生したときに対応する方法を見つけることが難しい」（25 名）または「視覚障害の

ために難しい」（24 名）だった。視覚障害者へのバリアがまだ高いと感じ，またトラブル対応が難しいと思

って，導入をためらっている人が多そうである． 

 

（２）スマートホームデバイスの利用状況 

視覚障害者の年代別のスマートホームデバイスの利用状況を表 9 に示す． 

 

表 9: 年代別のスマートホームデバイスの利用状況 

年齢 ほぼ毎日 週に 2～3 回 週に 1 回 月に一度 

ほとんど 

利用してい

ない 

全く利用し

ていない 

20代 (15 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 100% (15 名) 

30代 (19 名) 26% (5 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 74% (14 名) 

40代 (24 名) 25% (6 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 4% (1 名) 71% (17 名) 

50代 (31 名) 6% (2 名) 6% (2 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 87% (27 名) 

60 代とそれ

以上(24 名) 
17% (4 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 83% (20 名) 

全年代 15% (17 名) 2% (2 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 1% (1 名) 82% (93 名) 

 

スクリーンリーダーの利用状況とスマートホームデバイスの利用状況の関係を表 10 に示す． 

 

表 10: スクリーンリーダーの利用状況とスマートホームデバイスの利用状況 

スクリーン

リーダーユ

ーザーかど

うか 

ほぼ毎日 週に 2～3 回 週に 1 回 月に一度 

ほとんど 

利用してい

ない 

全く利用し

ていない 

スクリーン

リーダーを

使っていな

い人 (23 名) 

0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 4% (1 名) 96% (22 名) 

スクリーン

リーダーを

使っている

人 (90 名) 

19% (17 名) 2% (2 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 0% (0 名) 79% (71 名) 

 

全体として，スマートホームデバイスについてはまだほとんどの視覚障害者が利用していないようであり，

このことは年代やスクリーンリーダーの利用状況とはほとんど相関がなかった．表 3 と表 5 からわかるよう

に，「興味があるが，使っていない」人が多数であるので，導入バリアを減らすことができれば，多くの視覚

障害者が使う可能性が大きいのではないだろうか． 

スマートスピーカーやスマートフォンなどを通して利用している家電等に関する回答は次のとおりであっ

た．「ホームコントロール（スマートリモコン）（スマートリモコンを通したテレビや空調などのコントロー

ルを含む）」が 17 名で，多数であった．「照明」を使っている人が 8 名で，「スマートロック」を利用してい

る人 3 名，「スマートタグ（忘れ物を見つけるためのタグ）」を利用している人 3 名，「プラグ（コンセント）」

を利用している人 2 名だった．「ネットワークカメラ」や「不明だが，使っている」はそれぞれ 1 名だった． 

「今後，スマートホームデバイスをどの電子機器を使ってコントロールしたいか」については，「スマート

スピーカー」16 名，「スマートフォン」15 名，「デスクトップ PC またはノート PC」6 名，「タブレット PC」3
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名，「特になし」1 名であった． 

「どのようなスマートホームデバイスがあると便利か」という質問に対しての回答は，洗濯機、食器洗い

機、冷蔵庫、電子レンジ、照明、オーディオ類，お風呂のお湯張り，玄関ドアなどであった．これらは誰も

がよく使うものである．これ以外に，「電気がついているかどうか」，「文字を読んでもらうこと」など，視覚

障害者ならではの必要性に基づく回答もあった． 

スマートスピーカーを使う上での困難についての回答はそれぞれ次のとおりであった．「トラブルが生じ

たときに対応することが難しい」が 55 名，「視覚障害のために設定することが難しい」が 53 名，「（視覚障害

がなくても）設定方法自体が難しい」が 34 名，「使い方がわからなくて難しい」が 28 名，「困難は特に感じ

ない」が 21 名であった． 

スマートスピーカー以上に困難さを強く感じていることがわかる．また，セキュリティに対する不安があ

ることや，設定の手順書が不十分で困っていること，金額の問題があること，地元で使い方を教えてくれる

ところがほしいというコメントもあった． 

3 おわりに 

アンケート調査で，スマートスピーカーおよびスマートホームデバイスに関する使用状況を明らかにした．

視覚障害者は，健常者とは異なり，「音楽を聴くスピーカー」というよりも「音声で操作できるデバイス」と

して価値を見出していることがわかった．スマートスピーカーやスマートホームデバイスに対して，興味が

あったり，便利さを感じていたりしているものの，セキュリティの問題への不安や設定の難しさなどで，導

入が難しくなっている状況がわかった．特に，スマートホームデバイスへの障壁はまだ高そうである．  

本研究では，さらにアンケート結果の分析を進め，成果を公表する計画である． 

また，スマートスピーカーおよびスマートホームデバイスの変化は大きいため，今後も今回の調査を発展

させた形で，数年ごとに調査を行いたい． 
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